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新年のご挨拶にかえて

取締役会長/三輪泰司

寒風にもめげず、菜の花の若葉が懸命に育ってい

ます。植物の若芽も、動物の子と同じで可愛いです。

春は莱の花、夏は向日葵。冬は 12月初めまで、来

秋のためにコスモスの種を採っていました。彼等は

1年の間に幼児から少年へ育ち、青年になり花を咲

かせ、やがて枯れてゆく一生を見せてくれます。

昨年夏、家族の一員・犬のブンが逝きましたので、

多分、新年のご挨拶は遠慮しなけれぱならないので

しょうか。樺太犬の血をひき、たいそう力が強かっ

た彼の仔犬の時から15年の生涯を見てきました。

彼等とつきあって、人間がしてやれること、人問

にしかできないことを考えさせてくれます。彼等も

仲間があり次世代を伝えますが、人間の特徴は個人

でも組織でも、志をもつこと、他をおもいやること、

みんなのために奉仕することでしょう

今年はアルパック創業39年目です 40周年を珂

前に、組織と個人の関係を考えます。経営組織とし

ての志は、最大ではなく"最強"を目指すこと。経

営としては、創業以来1度も赤字をだしていません。

ご指導ご支援のおかげです。経営者がやれることは、

最高の経営資源=人材を育て、活かすことです

菜の花の種は、10月の日照がある時期に播きま

す。まず土壌を整え、水をやる。お母さんの懐とおっ

ぱいのようなもの。汰は雜乳食で、肥やしをちょっ

と。あとは自分の力ですくすくと大きくなります

今、地域の課題は山積経営にとって日照条件は

よくないですが、土壌条件を整え、水と肥やしをや

るのは、経営者ができること個人が志を高め、強

くになれる仕組みを整え、組織を最強にします。

人間ですから土から離れて行ってもよい、他の国

から来てもよいし、連合もできます行動基準は志。

闘う組織と個人づくりへ、今年のテーマです

地城の連携と協働で自律的再生の実践の一歩を

代表取締役社長・京都務所長/金井萬造

あけましておめでとうごがいます。昨年同様、本

年もよろしくご指導、ご支援をお願いぃたします

今日、地方分権、自立に向けた財政改革が進展し、

新たな仕組みの中で各種の事業が進もうとしてぃま

す。それに伴い、コンサルタントも新たな意識改革

のもとに、地域や企業、住民がより豊かに幸せにな

るよう一層の努力と貢献が必要となってきています。

さらにこれまでの、産業経済の振興、生活文化、

環境の取り組みには、長期にわたる継続した努力が

大切と考えています時代の大きな流れに対し、真

正面から地城の課題に向き合って、個人と組織の力

が全開するよう心掛けていきますのでよろしくぉ願

い申し上げます。

昨年、アルパックでは多くの取り組みがありまし

た。火学と行政が連携した出前講座の展開、地域ア

ドバイザーとしての地域の経営・再生の取り組み、

地方シンクタンク協議会の20周年記念事業、国際

草の根交流の新しい企画への参加、中心市街地活性

化の取り組み、観光分野でのビジョンづくわなどで、

全力で実践してきました。

私も、還暦元年から2年を経過し孫と同じ年齢で

す。孫の成長と競争するつもりで日々、努力を重ね

ていくつもりです。

本年は、コンサルタント、シンクタンクの職能が

実践的に発揮されるよう個人の資質の向上とネット

ワークと連携交流や組織運営に力を注ぎ、委託者や

地域の方々のために十分な役割を果たせるよう努力

したいと念願しています。地域の経済の活性化と環

境、自然などの組合せによるトータルの豊かさの実

現に向けてがんぱっていきたいと思ってぃます。

これまで考えてきた、連挑と協働の実践による地

域の自律的再生はますます重要な課題となってきて

います。時代が大きく変化する中で地域固有の特性

が関係者の力の結集により大きく花開くよう最大限

の努力をしてまいりますのでアルパックをよろしく

お願い申し上げます。
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地域経営と企業経営は、創造と革新をキーワードに

大阪務所長/杉原五郎

21世紀の6年目を迎え、時代がめまぐるしく展

開していくのを実感します。

関西文化学術研究都市(けいはんな)とは、奥田

懇談会による提言以来、27年のおつきあいになり

ます。サード・ステージに向けて、イノベーション

クラスターの構想づくり、関西知識回廊実現ための

交流・連携の仕組みづくり、生活者とまちづくりの

視点から生活支援型ロポット開発のあり方検討など

に取り組んでいます

大阪湾べイエリアでは、大阪湾の環境再生をめ

ざして、市民・ NPO ・大学・行政等のプラットホ

ームとして、「大阪湾見守りネット」を関係者と協

働して設立しました。また、釣り人参加による大

阪湾環境モニター制度の創設に向けた取り組みを

進めています

このほか大阪事務所では、廃棄物に係る調査・計

画づくり、 21世紀の森づくり、稀少生物の保全、

コミュニティバスの運営と経営、合併市町村の行政

運営支援、景観と緑の計画づくり、伝統的建築物保

存地区の計画、新しいタイプの小中学校や楽農セン

ターの建築、市民まちづくり塾の運営と担い手養成、

など多岐にわたる仕事を進めています。

国や自治体をめぐる厳しい状況が続く中で、人々

の豊かな暮らしと地域の自立的な発展をめざして、

多くの関係主体との協働の輪をさらに広げていきた

いと思、います

これからのまちゃ地域そして企業の経営に求めら

れるものは、何でしょうか「創造(creativity)」と

「革新(1nnoV3tion)」をキーワードに、閉塞感のある

現状を打開していきたいと思います皆様のご支援

を引き続きょろしくぉ願いします

変化の時期だからこそ性善説を通していきたい

名古屋務所長/尾関利勝

新年、おめでとうございます旧年中、皆様よ

り頂戴したご厚情に紙面を借りて御礼を申しあげ

ます。

昨年の名古屋地域はほぽ、空港と博覧会、好

調なトヨタ、そして女子レスリング金メダル組と

フィギュア・スケート有望選手群の話題で持ちき

りでした。

名古屋の有望スポーツと言えぱ、他にマラソン、

バスケット、体操、少し前までは水泳、ゴルフと女

子選手の活躍に目を見張るものがあります。昨年創

立100周年を迎えた中京女子大学(谷岡郁子学長)

では、日本初の女子硬式野球チームが学連から公認

され、今年から紅一点でりーグ戦に登場します。全

国中等学校野球大会(甲子園の前身)第一回が開催

された名古屋(八事山本球場)ならではの出来事で

す。ちなみに最初の巨人・阪神戦もこの球場でした。

博覧会の話題のーつに名古屋嬢のことをこのレター

に沓きましたが、その背景として女子スポーツに代

表される女性の活躍が名古屋地域の未来を指し示す

大きな特徴なのだと改めて実感しています。

先の世界大戦終戦から60年を過ぎ、明治維新以

後最も長く平和な時代が続いています。その中で今、

行革や地方分権、自律と協働など、近代玲0年のシ

ステムと価値観が激変しつつあると実感します。流

れの方向を見失いがちな渦巻きの中で、バプルの失

敗を繰り返さないと思っていてもITバブル、証券

化と不動産バプル、そこに悪徳先物取引、構造計算

偽造組織犯罪を引き起こしたホテル・マンションバ

プル、人間の欲望は何処までも尽きないようです。

こういう時期だからこそ、水の流れと泡とを区別

しうるモラル感を堅持し、そして何よわも人の幸せ

を願う性善説に立って、地域と時代の流れとともに

生きていきたいと願ってやみません
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新0歳から歳を数えていこうかと思います

東京事務所長小赫佑造

戦後60年、年末になってまちゃ建築に関わって

いる私たちにとって何ともやるせない、殺伐とした

事が起こってしまいました。

人間は 10年あれば、何かーつのことを仕上げる

ことができると思いますが、意識が守勢になってし

まうと、人間ドンドン老け込んでしまって、あらぬ

方向に行ってしまうものなのでしょうか。
ひらく'しでんち.ら

私の好きな木彫作家である、平櫛田中翁は107歳

でお亡くなりになりましたが、1α)歳の時20年分の

制作材料として楠木の大木を買い、今はその一部が

小平市にある田中飴の玄関先に置かれています。見

る毎に新0歳の気持ちを感じさせてもらっています。

田中翁は白寿だから「いいや」と言うのではなく

「これから新しい何かを自分から始める」という意

識から、次のフレッシュな気持ちに切り替えていっ

たのではないでしょうか。

私たちの携わっている仕事も10年仕事となるも

のもたくさんあります。

個人参加している団地の建て替えも5年経ち、私

たち委員も権利者の方達も少々イライラしてきてい

ます今年は「建替え推進協議を行うことからー

山越すことになりますが「誰のために」「何を求めて」

が空回りしないよう、新0歳の気持ちを持って取り

組めぱと思います

九州に根をり、業務展開を

九州事務所長・(株)よかネット代表取締役社長

山田龍雄

あけましておめでとうございます。

昨年3月20日の福岡県玄界沖地震で事務所の書

棚はほとんど倒れてしまい、崩れた古いラック扉の

中には交換部品がなく、そのままの状態となってい

るものもあります。少々地震の傷跡も残っている事

務所において、今年度も総勢8名で九州のまちづく

りゃ都市計画等の仕事に邁進していきたいと思って

います。

毎年、営業環境は厳しさを増していますが、昨年、

九州事務所((株)よかネット)の業務で少し特徴

的なものをあげますと①玄海沖の人工島への中国企

業誘致の可能性と仕組みづくり、②熊本県の工業技

術センターやテクノ財団などの製造業に係わる支援

施設の統廃合のあり方(運営、施設計画等)の検討、

③都市計画外の全域都市計画編入に伴う行政区毎の

まちづく"委員会の運営の支援業務、④行政と企業

との協働による子育て支援のあり方研究、⑤街なか

居住や郊外の計画的市街地での居住支援のあり方な

ど、比較的幅広い業務をさせていただきました

新しい仕事は、担当者の知識に追いつくための情

隷収集と勉強など大変な面もありますが、やりがい

のあるものです。コンサルタント業界の仕事二ーズ

は、地域や暮らしの問題や矛盾がある限り尽きませ

んが、日々、新しいことに挑戦していかなけれぱな

らないと思っています。また、これから仕事の幅を

広げていくためには、行政一辺倒ではなく、地元の

NP0や地域の活動団体などと一緒に地道な取り組

みも行っていかなければと思っています。今年も、

九州に根を張って頑張っていきたいと思っています

ので、よろしくぉ願いします。

直径 19m重里55 トン笠を

かぶった楠の大木
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残したい・・・

丹波市青垣町東芦田江古端。解体寸前の茅葺き民

家にあかりが灯ったのは平成15年Ⅱ月1日、農村

環境計画策定中の出来事でした。集落自慢の民家の

最後を、あかりで感謝しようという有志(江古花園)

の粋なはからいでした。

残そう・・・

暗闇に浮かびあがったその堂々たる姿は、圧巻

でした。

前面の田んほが水鏡となりさらにその深みをまし

ました。このあかりは、里山、民家、石垣、畦、田

んほ等が一体となった農村景観のみならず、,L、の風

景をも蕪らせました。

ここは代々、庄屋さんであり、集落の文化サロン

だったそうです。庄屋さんは文化人であり続け、染

う人々は「英会話を習った」、「ダンスを踊った」、「音

楽鑑賞をした」など、走馬燈のように民家に埋め込

まれた記憶が駆けめぐり世代を超えた"会話"が始

まりました。久々の賑わいを前に「ご先祖様が喜ん

でいる」、皆の声が所有者の心に届いた瞬問でした。

残った ...

築180年の蘆田家住宅。江戸後期に建てられた2

階建ての茅葺き民家(延べ面積約230金)です。 2階

建ての茅葺き民家は、但馬地域で数例、丹波地域以

南では皆無に等しいという珍しい構造で、文化財的

にも価値が高いことが証明されました国の登録有

形文化財として証となるプレートを待つぱかりです。

関係性を再構築する装 ...

この民家、ただ単に残ったのではありません。登

録文化財申請の際、江古花園の民家保存逐動も評価

の対象になったと聞きますさらに、所有者が申

郡"こかかる贅用を捻出し、兵庫県へりテージマネー

ジャーが迅速かつ詳細な調査を進めるなど、兵庫県、

丹波市、地元染落と言った多様な主体の参画と協働

のもと実現したものです。

人が集い、会話し、新しいものが創造される。ま

さしくこの民家はそういった連命を背負った空間で

あり、江古花圍のあかりによって、個人の所有を越

えて再び社会性を帯びた空問(関係性を再構築する

装匙)に戻ったのです

残すという造性・・・

これから何を創りだすか?古いモノを残すといっ

た発想だけからは何も生まれないと私は考えます。

個人の力には自ずと限界がありますまた、市場経

済原理は非常なものです

個人では買えない(変えない)もの、お金で解決

できないもの・・・今、社会は、こういったなんと

なぐ懐かしい感覚を躍起になって探しているのでは

ないでしょうか?

「ひと」もうけ

すごく感覚的ですが、経済価値は今、発想力や

創造力など、数値化できないものに向かっている

のではないでしょうか。「関係性」を構築する「会

話する力」であったり「創造する力」であったり。

この民家が息、続けるには、「ひと」もうけ(ひと,

もの,かねが循環する古くて新しい社会システムの

構築)が必要不可欠です。

風土と関わり、人と関わり続けてきた民家が集落

に残った・・・必然か?偶然か?

偶然にしないよう知恵をしぽります 1

ひと・まち・地域● 5

写真上:罰かり展写真下:腰田家住宅

関
係
性
を
再
構
築
す
る
装
置

丹
波
市
第
1
号
登
録
有
形
文
化
財

大
阪
事
務
所
森
岡
武



゛1
ゞ
風

ひと3仁)・地1

.

指定管理者例調査で久々に北九州市を訪問

12月1日、指定管理者制度の事例ヒアリングの

ため、久々に北九州市役所を訪問。その後、地元ま

ちづくり組織が指定管理者になり、公開・運営され

ている旧古河鉱業若松ビルを訪ねた。

北九州市から都市景観形成調査依頼のため、わ

ざわざ名古屋まで職員の方が来られたのは平成3年

のこと。以来、アルパック九州と名古屋の協働で2

力年の調査を実施、平成5年3月に北九州市都市景

観形成基本計画のまとめにこぎ着けた。タイトな時

間の中で全市をくまなく回り、市域全体の景観構

造をゾーン・軸・際に区分、重点整備地区について、

まちづくりとデザインの誘導方向を文脈化する作

業は、ハードな事だったが、それだけに北九州市

への思いは他ならないものがある。

昨年2月、名古屋都市再開発研究会の視察で門

司港レトロ地区を訪ね、その際、説明をして頂いた

北九州市役所の都市計画課都市美デザイン担当職員

の方が、面識はないものの、かつて当地区の景観形

成計画に関わった私の事を承知して頂いていたこと

に、いささか驚きもし、かつ、うれしくもあった

低囲み型住宅・竹末団地を見る

午後からのヒアリングの前、午前中に再開発で

有名な J R黒崎駅からタクシーを利用し、故内井

昭蔵先生設計の低層・囲み型配置の竹末団地を訪ね

た。10年ほど前には活気のあった黒崎だが、その後、

再開発ビルキーテナントの「そごう」が撤退し、地

元百貨店「井筒屋」が替わって営業を続けているも

のの商店街の衰退は著しい、と地元で聴いた。たっ

た 10年ほどの問の事だが、隔世の感がある。

竹末有団地は、私たちが景観計画を担当した同じ

ころの建設で、平成3年市営住宅竣工、 4年老人住

宅竣工、 5年西部福祉センター竣工と一連の3プロ

ツクで構成されている。市営住宅は3階建、一部4

階、 1フロアー4戸の階段室型住棟を通路、緑地を

囲むように緩やかな傾斜地に配催している。

市道で二分された住区をつなぐようにせせらぎが

流れ、これを団地内の水辺緑地として取り込んでい

る。団地外に流れるせせらぎは河川と見なされるが、

管理条件の制約を超えて、団地内の修景要素に取り

込んでしまう優れ技は、熟練した設計者と手練れの

行政官の合作による錬金術と思わざるをえない。

出勤時間帯後の団地は人の気配を感じない程、物

音一つしない静けさで、よそ者のビジターが入り込

むのに違和感は感じなかった。たった一人、不自由

そうに歩きながら住宅から出て行く老婦人に出会っ

たが、見慣れない侵入者の私に、何の関心も戒も

示す様子は無く、それほどに親近感を覚えるヒュー

マンスケールの団地ではあったが、高齢者対応が売

りと聴いたのに対Lて、車いす利用が難しそうな狭

い共用通路、階段が主でバリアフリーには厳しそう

な共用空間のしつらえが気にかかった。

12年前の担当者を探して

竹末団地視察後、元担当の方々訪ね、都市計画課

を訪問。職員のお手を煩わせ、旧知5名の内、現地

事務所に出ておられる1名の方を何とか確認。少々
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気落ちしながら、その方にお電話、その結果2名は

退職、内1名は相談員で残り、 3名は他部署に異動

とわかりほっとした。駆け足で3名を訪ね、懐かし

くご挨拶を交わせたことは涙ものの幸運だった

指定管理者先進都市・北九州市

旧古河鉱業若松ビル現地視察に先立ち、(財)地

方自治研究機構の方と総務市民局市民部地域振興課

を勍問、指定管理者適用の経緯、現状についてお聞

きした北九州市では指定管理者適用対象を600ほ

どあげ、 200について実施、現在、当初指定の更新

期を迎える第ーラウンドに入っている指定管理者

の多くは以前の管理組織との関係が強いが、最近は

民問の関心が高く、応募が増える傾向にある

後日、以前名古屋の勉強会でお話を伺った小倉

城指定管理者は、当初の地元百貨店・井筒屋から汰

期はTM0に替わるようにお聞きした

旧古河鉱業若松ビルを訪ねて

北九州市は小倉、八幡、門司、戸畑、若松の旧5

市合併の都市であり、計画検討当時の市担当者のご

意向は、合併の壁を越えてーつの北九州イメージを

形成することだった。しかし、景観の目指すところ

は地域の個性を明確にすることと認、識し、実際に歩

いて感じた特徴に応じた地区のプランを提案し、審

議会のご審議を経て、とりまとめを行った。

久々に旧古河鉱業若松ビルの前に立った景観の

ひと・ぎ岩,・地域

印象が計画検討当時と大きく変わらず、当時描い

たスケッチのように、海岸線の歩行者環境が整備

され、幾分少なくなった近代建築群は一層際だっ

ていt:。

地元の結束した保存活勧が支えた活用

旧古河鉱業若松ビル指定管理者は、平成7年から

はじまった地元の保存活動団体を母体にしている

「若松南海岸通りの歴史と景観を考える会」山口

久会長は「愛着の強かった」 R若松駅(起終着駅)

の撤去の反省から、当該ビル売却意向を聞いた商店

街、町内会、婦人会、企業参加の活性化協畿会など

Ⅱ団体が結集、全世帯の95%が署名に参加。その

後北九州市が調査を実施し、これに地元まちづくり

NP0やJCが協力。最終的には市が地域の観光・

交流施設として位置づけ、処分意向を持つ所有者か

ら買収、全世帯の90%が参加した寄付金を含めて

保存・修復工事を実施昨年9月から公開・活用が

はじまり、 1年間で貸館事業、月平均 1300人、観光、

月平均 1400人の来場者がある」との事だった。

無言の建物の魅力が人を呼ぶ

企画・連営に挑わる渡辺いずみさんは利用者との

交流から「建物が人を呼ぶ」と強調する近代建築

を見るにうけ、現代建築にはない無言の魅力を感じ

させられるのは、私だけでは無いだろう
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ひと長ぢ地域

昨年の8月、ひょんなことから海外に環境関連の

視察に行く機会に恵まれました。当初は、19兜年

リオの地球サミットの頃から環境都市として有名に

なったプラジルのクリチノqこと誘われたのですが、

約2週間の行程で組まれたプログラムは、欧州のオ

ランダ、そして北米のアメリカを経由して南米のプ

ラジルと、地球を東回りでまったく事情の異なる地

城を周半する体力勝負(機中3泊)の欲張りなも

のでした

海面下、下流域、高密度・・・環問題に関するオラ

ンダの背

まず初めの視察地オランダは、人口約 1,600万人、

面積約42,oook '(日本の九州くらい)と小さな

国です。

外務省のホームページを見ますと、「400年に及

ぶ歴史的伝統的友好関係を維持、両国の皇室・王室

関係は極めて親密」と記載されています。鎖国して

いた江戸時代も、長崎の出島経由で交易が続き、「コ

ロッケ」「オテンノq暴れる子馬)」「ドンタク(休み)」

など多くの言葉(文化)が定着しているだけでなく、

当時の世界との窓口として近代国家日本の源流とし

て司馬遼太郎も訪れた関係の深い国です。

ある時、堤防からちょろちょろと漏水しかけてい

たのを少年が見つけ、その穴に自分の指を突っ込ん

で決壊を防いだといった逸話もたしかこの国だった

ような気がしますが、排水用の風車で有名なように、

35kmにわたる大堤防を築き干拓で広げた国土の半

分以上が海面下で、古くから水と闘ってきた国です。

社会的には、小国であることや水との開いの歴史

海
外
環A

口

境理関理
連主
視義
察の
報国
告オ
そ
のフ

オランダ野外民族博物館

1 -'ニ

＼く_三ノ

川沿いに建つアーネム水の博物館アーネム水の博物館:水に関する学習展示施設

、

などから合理主巽、ラジカルで、ドラッグ合法や有

名な「飾り窓」などもそういう社会的背景がある

ようです。

環境問題に関してもラジカルで、1900年代半ぱ

にはヨーロッパでも農薬汚染、いわゆる「沈黙の春」

のようなことが起きていたようですが、農業が重要

な産業であるオランダは1970年代以降自国内の対

策とともに、ライン川上流のドイツ等とともにその

流域管理に取り組み、これは後にEUの様々な環境

委員会の原型になったと言われています。

また、メキシコ湾流の恩恵で緯度のわりに温暖

なヨーロッパは、地球温暖化の影響で海洋大循環

が弱くなり寒冷化すると困るため地球温暖化問題

に積極的ですが、オランダはこれに加え海面上昇

の影響をもろに受けてしまうこともあり太陽光や

風力といった自然エネルギーの導入などの取り組

みも進み、国民1人当たりの二酸化炭素排出量は

欧州で最低クラスです。

ちなみに、今現在、日本に輸入されている風力発

電プラントはオランダ製が、オランダに輪入されて

いる太陽光発電装償にも日本製が多いようで、これ

も何かの縁でしょうか。

さて、バックグラウンドについて少し長くな"ま

したが、このようにその地理的社会的条件から合理

主毅、そして環境問題にもラジカルなオランダでは、

ハウステンポスやNHK など日本各方面とのコーデ

イネートで活躍されてぃる後藤猛氏の案内で、環境

学習施設を3力所、そして社会学習(?)として夜

のアムステルダムを視察しました。
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デ・クライネ・アールデ
様々なエコ技術が組みこまれたコア施設

アーネム水の博物館(wat引museum)

アーネム水の博物館(water museum)は、水環

境のマネジメント全般に関する一般から専門家に至

る人を対象とした環境学習施設で、水車施設を活用

して地下に増設する形で(延床約2.ooom)世界各

地の水利用に関する文化、オランダの水利用に関す

る学習展示施設、 1T施設、そして子どもたち向け

のウォーターラポなどがあり、グッズコーナー、レ

ストランが併設されています。

設立はウォータースカップ(治水委員会)主導で、

国連のアナン事務総長やオランダ王室の皇太子など

も縁があるようで、運営主体は日本でいうところの

財団法人です。このウォータースカップは、水と闘

つてきたオランダ独特の民主主轆政治の最も古い形

諜のーつで、公共組織として政府とは別に存在し税

もとり、上水道以外の水に関するほとんどの事業を

担っています

ちなみにアーネムは、オランダ東部へルダーラン

ト州のドイツ国境に近いライン川沿いに位匝する州

都で、映画「遠すぎた栃」の舞台ともなった場所です

オランダ野外民族博物館(Neder恰nds openluncht

museum)

オランダ野外民族博物館は、同じくアーネム郊外

の森の中約44haの敷地にある、工業化以前のオラ

ンダの生活文化を体験学習する施設で、様々な年代

の農家、風車、工房などが移設、再現されてぃます。

ここでは、日系人ジョン・シライシ氏にインタープ

リテーションしていただきながらオランダの農村文

化に少し触れることができました。オランダでは大

きな家は沈むから裕福な家は庭を立派にしたとか、

木靴は湿った土地で作業するためのもので今でも使

われるとか、様々な生活文化が低地である環境に由

来Lているようです。

デ・クライネ・アールデ(小さな地球)(De Kleine

Aarde)

デ,ウライネ、アールデ 10kmくらい弐では自転車移動
エコ0ジカルフットブリント (自転車道総延長約450km D

ンダ南部Boxte1に立地する「持続可能なライフス

タイル」についての滞在型の環境学習施設です。ヨ

ーロッパの環境学習施設の中でも古いもので、1972

年4グループによる農家での有機栽培からスタート

し、特に兜年のりオの地球サミット以降注目され、

エコセンター(center of sustainable lifestyle)と

してオランダの環境教育の中心的存在となっている

ものです。運営はNP0がしており、ローカルアジ

エンダやエコロジカルワットプリントに関するヨー

ロッパ内のネットワークにも参画し国連関係者も良

く訪れているようです

現在は25haの敷地に、コア施設、自然体験公園、

有機モデル農園などが、さらに周辺にはその施設概

念を反映したエコ住宅地が立地しています。コア施

設は、コンポストトイレ、太陽光発電、冷蔵庫、採

光設備、建材、屋上緑化等様々な技術、商品が組み

込まれ展示されたいわゆるエコハウスです。ここでは、

エコロジカルフットプリント、ワードマイレッジな

ど環境への負荷最や地産地消を題材にした学習展示

などがなされ、レストランでは有機栽培の食材を体

験できます。屋外には、各種コンポスト、モデル農園、

比較学習用のほ場、生物に配慮した多孔質な庭、自

転車交通体験施設などがあり持続可能なライフスタ

イルについて総合的に学習することができます。

今回視察した3つの環境学習施設は、「水」、「農

村文化」、「持続可能なライフスタイル」といった

テーマも運営形態もオランダの社会的環境的背景を

各々強く反映Lたものでした。日本では、環境先進

国としてよくドイツなどの例が紹介されますが、近

代国家日本の源流でもあるオランダにも学ぶべきこ

とは多いのではないでしょうか?特に、前号で私ど

もの森岡がご紹介Lました豊岡(低地、生物多様性、

環境と経済)などの都市では様々な面でその知恵を

活かせるのではと感じました。

次の視察地アメリカ、ブラジル、そして3国比較

は、次号にてご報告したいと思います。(つづく)
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めざすは城内地区の活性化

「尼城内フォーラム」が開

催されました

大阪事務所岡本壮平

去る 11月6日(日)尼崎城内

地区において「旧尼崎察署

24時間だけ解禁 1」と銘打って

「あまがさき城内フォーラム」が

開催されました。尼崎のイメ

ジアップを尼崎城の歴史と城内

の資源を活かして取り組む「あま

がさき市民まちづくり研究会」が

主催者となり、尼崎南部再生研究

室や城内地区まちづくり懇話会、

尼崎市立地域研究史料館など諸

団体の協力の下、多彩なプログ

ラムが展開されました。

尼崎城内地区において近代建

築を保全活用して"本物の魅力"

を創造・発信していこうとして

いることは、本誌第 132号でご

報告しましたが、今回はその具

体的な一歩となる取り組みにつ

いてご紹介致します。

市民まちづくりの一環として

フォーラムの舞台となったの

^

^

は旧尼崎警察署です。この建物

は大正15年に建築された鉄筋コ

ンクリート造の警察署で、セセッ

ション風と呼ばれる意匠が特徴

の端正な外観の近代建築です。

察署の役割を終え児童館と

して使用されていましたが、阪

神・淡路大震災以降、使用が休

止されており、雨漏りなどのた

め傷みが進む中、市民の間から

もその保存を危ぷむ声も聞かれ

ていました。

尼崎市が補修に乗り出す一方、

市民の側からも「保存に向けた

取り組みを興そう」という気運が

生まれ、「保存するためにはまず

建物の価値を知ってもらおう、エ

夫次第で使える建物であること

を示そう」というねらいで、今回

のフォーラムが企画されました。

正面玄関の扉が開く

永らく封印されていた正面玄

関の扉(大戸)が開けられ、旧

尼崎警察署は 10年以上の眠り

から目覚めました。玄関正面は

市民により色鮮やかなフラワー

ロロロロ

口

ポッドで飾られ、美しい奥行き

のある外観には枋佛とさせられ

ました。

奥深い尼崎を体験できる施設

見学、剣道場での開会挨拶のあ

とは地域研究史料館の職員の方

の解説付きで施設見学です。旧

尼崎警察署の見所はなんといっ

ても半地下にある薄暗い留置場

や取調室です。なんとも言えな

い不気味で楽しい(1?)体験と

なりました。合わせて、隣接す

る旧城内中学校も見学しました。

ここでは旧女学校時代を思い起

こさせる美しく落ち着いた中庭

が印象的でした。

昔懐かしい展示の数々

会場では柔道場を転用した即

席の展示ギャラリーが人気でし

た。昔の城内の写真や地図、城内

に由縁のある国学者契沖に関す

る資料などは懐かしく感じ、 '0、

い出話に花が咲きました。また

まちづくり懇話会が示す城内の

未来像にふれて、まるで過去か

ら未来を見通すようでした。

口
,
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ライブ会に早変わり

見学を終えて,1明夏が空いたと

ころで昼食です。察といえば

そう「カツ井」です。カッ井を

ほおぱりつつ、にわか刑事ドラマ

があちらこちらで展開されます。

続いてフォーラム会場はライプ

会場に早変わり。市内在住の岡部

光行さんの繊細なアイリッシュ

ハープ、アルノξツクノ{ンドの迫

力あるジャズ、画家でもある高木

清さんのソウルワルなフォーク

ギターが次々と演奏されました。

城内を語る集い

最後に参加者が輪になり、城内

について語り合いました。旧城内

中学校に通ったこと、国道43号

建設前の本町商店街の賑わい、あ

るいは戦争体験など城内フォー

ラムは大成功のうちに終了しま

した。正面玄関の扉は再び大戸で

閉められあたりは静けさを取り

戻しました。しかし、城内まちづ

くりが終わったわけではありま

せん。市民主導でこうしたイベン

トが実現できたことは非常に大

きな自信と実穎になりました。折

しも城内まちづくり懇話会では

懐かしさに触れ地域を学び

新たな活動が生まれるまち城内」

を目指したまちづくりを構想し

ています。市民、行政、地域が協

力して、近代建築はじめ地域資源

を活かしたまちづくりを展開し、

尼崎の新たな宝物(自慢)に育

てていくことが期待されます

き1しき'う

という言葉を再発見したような

気持ちにさせ、風景の奥行きに

魅力を感じた。」だった。

この郊外住宅の中で、阿倍野区

や住吉区に残される戦前「長屋」

が都市居住の伝統の郊外化した

歴史性と住宅文化の価値が評価

されながら、老朽化し取り壊さ

れる運命が惜しまれて久しい

長屋とは、複数の住Pが水平

方向に連なり、壁を共有または

一棟の建物を水平方向に区分L、

それぞれ独立した住戸としたも

で、それぞれの住戸に玄関が付

いている長屋というと落語な

どで貧乏長屋のイメージが染み

付いているが、戦前の大阪郊外

の長屋は戸建てに匹敵する堂々

たる住まいといえる。

明治以降も都市住居としては

長屋の借家が一般的であった都

市住居の郊外化も賃貸住宅は長

屋で供給され、郊外の特徴にモ

ダニズムが加わり独特の居住地

文化をつくりだしたといえる

郊外戦前長屋が登録文化財に

昨年、大阪府の文化財担当の

林毅久氏より長屋」を登録文化

財に指定したことを伺った。し

かも、府の職貝だった寺西興一

さんの長屋と聞いた

寺西さんは、府の再開発担当

をされていた頃、(社)再開発コー

ディネーター協会の交流・勉強

会「関西Qの会」の立ち上げに、

「再開発の専門家が染まり学ぶこ

とは大亊なことだ。是非続けて

頑張るように」「参加者が一人に

文化財となった戦前長崖の体

験研修

大阪事務所馬場正哲

大阪郊外に住まうまち

本誌第 118号(平成 15年)

で、当時新入所員であった和田

祐介が府下の近代建築の全数を

自転車で調査した折りの気づき

は、「それは大阪中心部を取り囲

むように、当時の建物が残る住

宅地が点在し、それらが非常に

豊かな町並みを形成しているこ

とだ。」「市内では阿倍野区や住

吉区、大阪北部では豊中や箕面、

吹田、東部では東大阪や藤井寺、

南部では堺や高石、泉大津など

があげられる。」「各建物は近頃

の建材では表現できない素材感

による深みを備え、庭の植栽は

林のように成長している。これ

らの住宅が群として集積するこ

とにより、地区全体がずっしり

とした風格を醸し出す。」「自分

が新興住宅街に居住しているこ

ともあり、これらの風景は郊外'
写真上:おっかなぴっくりの旧留価場

写真下:カツ井をいただきながら、

白井市長と一緒に きんきょう● Ⅱ
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なっても続けよ」と叱吃激励下

さった恩人である。お陰で関西Q

の会は途切れることなく今日211

回を数えることとなっている。

長屋活用の体験研修

この阿倍野区阪南町にある、全

国で初めて登録文化財に登録さ

れた四軒長屋の再生を、体験研

修?しようと、市街地整備チー

ムの面々と出掛けた。

研修場所は現代長屋活用の好

事例、この四軒長屋の一軒で営

業中の「昆(C OM)」。亭主の

伊藤史晃さんは、昭和57年生ま

れの若者で「日本の古きょき時

代一昭和初期の長屋建築と洋の

エッセンスが加わりモダンで工

キゾチックな空間と不思議な時

間の流れの中で料理を味わって

頂きたい」とのこと。

同じような戦前和風住宅で

育ったものとしては、懐かしさ

と飲食空間との違和感が同居し

て、奇妙なノスタルジックな時

間を過ごすこととなった。特に、

窓や格子、欄間、枷など和風木

造住宅の細部に記憶が宿る思

い出せぱ、光や風や音など外と

の関係が豊かに取り込まれた住

まいだったと思い出され、なん

とも昭和・オールエイズの生き

証人となりつつあることを実感

^

、、

ベランダから

体験研修が一通り仕上がり、外

気に触れようと窓を開けると、懐

かしい「ベランダ」がある腰を

掛けて下の道を見おろすと同時

に、記憶する人の話し声が耳に

入ってきた。なんと寺西さんが

亭主と話をされている。上から

失礼とは思いながら「寺西さん!

ご無沙汰してます。」と声をかけ

てしまった。意外な方向からの

声に見上げて「お 1 なんや来て

るのか。後で家に来いや。」昔の

ベランダからのご近所との気安

いコミュニティを思い出させる

シーンが再現された。

近代産の継承と価値再生

この長屋の向かい、和洋折衷

の大きなおうちにお住まいの長

屋オーナーである寺西さん宅に

伺い、当時の青写真を前に、登

録文化財誕生秘話を伺った。

大正末期から始まった阪南士

地区画整理事業によって整備さ

れたまちに、長屋建設が進めら

れ、この四軒長屋も昭和8年に

寺西さんのお祖父様が自宅前に

建てられた。当時すでにガス風

呂を完備していたとのこと。

しかし、近年老朽化が目立ち、

周囲の長屋が相次いで姿を消す

中、マンションへの建替えを模

素されておられた。幾つかのハ

ウスメーカーが名乗りをあげた

その時、建築家や研究者が寺西さ

んの長屋を見に来られ、是非残し

てほしいとの熱心な要望があり、

耐震補強の可能性や借家経営の

ことなど思案された。そんな巾、

「登録文化財を考えては」との勧

めに動かされ、府の文化財保護

課に相談され、全国初めての長屋

登録文化財指定に踏み切られた。

かくてマンションプランの猛

攻に耐え、修復され全国初の登録

文化財の誕生にいたったとのこ

とだが、マンションへの建替えと

修復による借家での活用とを事

業収支を検討され、修復による活

用の方が銀行借り入れなしで有

利な試算が成り立ったとのこと。

また、是非ここで営業させて欲し

いとの話にも恵まれ、店舗2軒と

娘さんの住居に、70年の時を経

て美しく四軒長屋がよみがえり、

近代遺産の保存と価値再生が実

現したとのこと。

私たちの連綿と続く歴史と大

切にしてきた自然や人間関係を

昭和初期に具現化したこの長屋

は、これからの私たちにとって

も大事な遺産として活かし継承

していくことがこの研修で問わ

れた課題となった

12 ●きんきょう
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旅館と農園の「コラボで卵」
~新たな「能登の味覚」が登場!

京都事務所

【出会いはある日突然に】

私どもアルパックでは、様々な地域の色々なご職

業をお持ちの方々と、仕事を通じてお知り合いにな

ることが喜びです。今年で所暦15年を迎える私も、

北は秋田から西は鳥取まで沢山の方々と出会いがあ

りました。平成10年から時折お邪魔している石川

県七尾市で、農業を営む浦辺さんも、杜事を通じて

知己を得た方の人丹精込めて作られたこしひか

りを毎月、分けていただき、我が家の2人の息、子も

毎日、おいしく戴いています

今月も産地直送の駐甫辺米が大きなダンボール

で届きましたが、何やら一回り小さな箱が内包され

ていました。小箱を開けてびっくり 11 乱暴に開

封された箱の中からは、光沢ある赤玉の卵がびっし

り!よくぞ割れずに京都・桃山の我が家まで届いて

くれました。

【3百羽のがごちそう食べて元気に駆ける】

後日ご本人に電話でお礼を述べるとともに、事情

を伺い、又びっくり。第二種兼業農家で5町歩(約

5百ha)の水田を営む氏が、今春から何と2百羽

^^^^^^^^^^^^

うまいもの通信

隆嗣

のボリスプラウンと1百羽の星野プラックワンの養

鶏に着手されたとか。毎日、運動場付の平飼い鶏舎

で3百羽のにわとりが走り回り、赤玉を産んでいる

のだそうです。

とりの餌の出処を聞いて三度びっくり。能登・和

倉温泉で創業1百年を迎える旅館「加賀屋」さんに

おいて、日々排出される調理屑や食べ残しを飼料化

して与えているとのこと。生産された卵は、再び加

賀屋のお膳に提供されるとか。これぞ地産地消なり。

1平成18年度の食品りサイクル法実効を脱んで】

ことの発端は食品りサイクル法年間 1百トン以

上の食品廃棄物が出される事業所には,今年4月ま

でに20%の再生利用が巽務付けられます。加賀屋

で排出されるごみの約4割が「生ごみ」とのことq主

加賀屋資料)。ごみの減量化と食品りサイクルネッ

トワーク形成を目指し、(財)石川県産業創出支援

機構の支援も得て、今回の養鶏・鶏卵生産の実証実

験に取り組まれました。平成 18年度は野菜生産に

も挑戦するそうです(注;七尾市農林課のお話)。

【お味もよろしいようで】

届きたての赤玉は小ぶりで固め。テープルのか

どにあててヒビを入れ、お椀に落としてから口にふ

くむ。舌で弾くと、弾力感ある黄身から溢れ、何と

も濃厚な味わいが広がります。気になる売価は一個

30円。お土産に、または産地直買にてどうぞ。

能登の新たな味覚、浦辺農園の卵を、炊き立ての

こしひかりにかけて食べ、今年も一年頑張ろっと

浦辺農園へのお問合せはメールにて。

e・mail;kositokU加U@yahoo.CO.ル

雪の中でも元気な"ポリスプラウン"と赤玉

うまいもの通信●玲
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「プレゼンテーションの極意」

善者

出版

Π崎和男

ソフトバンウクリエイティブ

プレゼン=パワポ?

プレゼンテーション(あるいはプレゼ

ン)と聞いてバワーホイント(あるいは

パワポ)を思い浮かべる人は多いのでは

ないでしょうか読者の中にもパワポ」を「プレ

ゼン」の代名詞的に使っているという方がおられる

かもしれません。ちなみにバワーポイントというの

はマイクロソフト社がつくったプレゼンテーシヨン

のためのパソコン用ソフトです。いまやワープロと

いえぱ特に断らない限りワードをさすように、プレ

ゼンッールといえぱバワポをさすというのが現状で

す。それだけでもちょっと異常な状況だと思、うので

すが、まあ、ここではそれには目をつぷることにし

ましょう。

プレゼンテーションは「オリジナリティ」

本書では川崎和男氏がデザイナーとして、学者

として、教育者として、グッドデザイン賞の審査

員として、あらゆる企業や学会でのプレゼンテー

ションを見聞きした経験からその本質が語られて

います。ただしプレゼンテーションのノウハウ本

ではありません。

プレゼンテーションというのは自分が考えたアイ

デアや提案を他人に伝えるということです。いくら

いい考えが浮かんでも人にうまく伝えることができ

なければ現実のものにはなりません。プレゼンテー

ションは自己実現でもあるのです。

自己実現に直結するプレゼンテーションでパワー

ポイントというツールにとらわれることがいかに問

題であるのか。確かにそれほど苦労しなくても見た

目には立派な資料ができ上がるかもしれません。た

だし、裏を返せぱ誰もが容易にこの程度のものなら

できてしまうことでもあるのです。プレゼンテーシ

ヨンでは人とは違うことをやってみようという気概

こそが重要だというのです。

プレセンテーションは「こだわり」

米アップルのCE0スティープ・ジョブズのプレ

MEDIA WATCH

極'

、

"和

ゼンテーションに魅了される人は世界中

にたくさんいます。黒いシャツにジーン

ズというぉなじみの出で立ちで聴衆の前

に現れ、前半は製品の売り上げやマイナ

ーアップデートを淡々と伝えます。そしてそろそろ

終わりかという頃に"one More Thinビ「実はもう

ーつある」と。それからおもむろにとっておきの目

玉製品を取り出すのです。ある意味でわがままな彼

は自分が世に送り出す製品がいとおしくて杜方がな

いのでしょう。それは計算しつくされ演出されたシ

ヨウでもあります。

プレゼンテーションで重要なのは、自分のアイデ

アにいかに愛着を持っているかということ、そして

著者の経験ではプレゼンテーションのうまい人とい

うのは普段から「こだわり」を持つ人が多いという

ことです。

自己表現としてのプレゼンテーション

私自身にとってプレゼンテーションの機会といえ

ぱ、コンぺやプロポーザルなどプロジェクトを獲得

する時、そしてプロジェクトの推進段階です通常

は時問がない中でコンテンツ(アイデア)をつくる

ことに手一杯で、プレゼンテーションの準備にまで

なかなか時間を御K ことができませんしかし、本

当はコンテンッを考える段階からプレゼンテーショ

ンは始まっているのですなぜならコンテンツのな

いプレゼンテーションはあり得ないし、逆に、何ら

かのプレゼンテーションによって表現されない限"

そのコンテンツは存在すらしないことになるのです

から

本書を読めぱ、パワーポイントの呪縛から逃れ

てオリジナリティあふれるプレゼンテーシヨンが

したいと思、う方にとっては一筋の光が見えてくる

に違いありません。あるいは、ウインドゥズやパ

ワーポイントの絶大なシェアをクールに捉えるア

ツプルファンにとってはある種の爽快感が得られ

るかもしれません。

1)1Ⅱ"
r^10J

紹介者/大阪事務所坂井信行
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映画

「カーテンコール」、

「A LVVAYS三丁目の夕日」

「らくだ銀座」

近年、特にこの秋から冬にかけて、印召

和」を舞台にした映画が、数本上映さ

れています。それぞれ「昭和」を主な

'
謡台としながら、「家族の緋」や「未来

への希望」、「街の元気」などテーマは

違いますが、人々が笑い、泣き、怒りな

がら日々を一生懸命に暮らしていく姿

が描かれています。カーテンコールと

ALWAYSの舞台は昭和30年代であ

り、私も含めた40~50才代の方々に

は子どもの頃の記憶と重なるため、「お

じさんをターゲットとしたノスタルジ ,

ーな映画」的に宣伝されている部分も

あります。しかし、映像を見るとその

奥には、家族愛や差別、斜陽産業(映画、

氷売りなど)で時代に取り残された人々

の懸命な蓉らし等、人間の本質を問う

テーマが隠されているのがわかります

例えぱ、カーテンコールでは、映画

と映画の幕引きに形態模写や歌を歌う芸人とその

家族が、テレビが家庭に入りこんできて、映画が

斜陽産業となる時代の大きな転換期の波にさらさ

れ職を失いバラバラになっていく家族の姿などが

描かれています。

もちろん、エンターティメント性も加味されてお

り、例えぱ、 ALWAYSでは、テレビが家にゃっ

てきたのを町じゅうの人々を集めてプロレスを見る

場面など、多少誇張して演出されてぃましたが、事

実、私の記憶でも、我が家にテレビが来る日を心待

ちにし、前に垂れ幕をかけた「テレビ様」を、近所

MEDIA WATCH

カーテンコー1し
"
父 含'

"

.

1ご鋭{宝

,,'ι"',1
1ι,暫診

の友達(悪ガキ)と一緒にお迎えした

のを覚えています。

昭和30年代という時代背景が単なる

ノスタルジーではなく、どこか.Dを惹

かれるのは、「わが街」の中心に映画館

や商店街等があり、その周りに様々な

年齢屡の街の人々が常にワイワイガヤ

ガヤと集まっていたからではないでし

ようか

その後、テレビからビデオ、テレビ

ゲーム、パソコン、インターネットが

家に入り込み、現代、わざわざ人々が

集まりワイワイガヤガヤする場所は、

郊外のショッピングセンターだけにな

つてしまったのか?1封なか再生のカギ

がここにあると考えています

紹介者大阪事務所中塚

随函

追伸:地域密着型で作成された林引、樹監督のらく

だ銀座」は、映画館ではなく、現在、全国各地のイ

ベントやお祭りなどを舞台に巡回型で上映されてぃ

ます。関西ではまだ上映されておりませんので、是

非、一緒に上映を企画しませんかご報下さい

(三羊細は、 http://WWW.rakuda・即nza,com
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歴史的な町並みが残る「坂本」を訪ねて

名古屋事務所木下博貴

昨年の入社以来、名古屋市の白壁地区を拠点に

近代建築とその町並みを保全・継承しようと活動

する白壁アカデミアのお世話をさせていただい

てぃます。主な活動としては、名古屋市近郊に残

る歴史とこれを支える技を知ってもらおうと、専

門家による現地講毅の開講や、訪れたまちを地元

の方から案内していただく現地交流会などがあ

ります。昨年、この現地交流会がきっかけで滋賀

県大津市にある坂本を訪れることとなりました。

私の出身は京都市の修学院で、幼少の頃から

比叡山を見て育ちました。当時は、山の向こうに

どんな"まち"があるのかなど気にもしていませ

んでしたが、まさに比叡山を隔てて反対側が坂本

のまちであったのです。また、以前、京都事務所

が坂本地区の伝統酌建造物群保存地区保全計画

策定のお手伝いをさせていただいたこともあり、

なんとも不思議な気持ちとともに親近感が沸い

てきました。

さて、訪れた坂本のまちは、歩道が整備され、

沿道には桜が植えられ整った景色で、落ち着きの

あるまちに感じました。しかし、道の整備と植栽

だけが、その印象を与えたわけではありません。

坂本が近世以降、比叡山延暦寺と密接に関わりな

がら発展したまちであることが大きく影響して

いるといえます。ーつは、里坊の存在です。里坊

とは比叡山で修行を積んだ僧侶たちが天台座主

の許しを得て住み込む隠居坊のことで、日吉参道

と呼ぱれるメイン通りには左右に里坊が並んで

います。心を落ち着けて景色を見ることにより悟

りを開くという仏教の教えから、寺内に庭園をつ

くる里坊も多く、その精神は、寺内だけではなく

通りにまでにじみ出ている感じがしました。

もうーつは、かつてから比叡山の土木営繕的

な御用を勤めていた「穴太衆」による技術です

坂本には、里坊だけでなく寺社や民家に穴太積み

と呼ぱれる石積が多く使われています。穴太積み

で整えられた町並みは、重厚感とともに歴史の深

さを感じることができました。

すぐれた歴史的風致が残る坂本に、みなさんも

是非足を運んで頂きたいと思います
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